
  
  マメ科牧草病害文献目録

  誌名 牧草病害編
ISSN
著者名
発行元 農林統計協会
巻/号 8号
巻号補足
掲載ページ p. 173-207
発行年月 1981年3月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



B マメ科牧草病害文献目録

1. 秋田 滋(1975)草地におけるマメ科牧草類ウイノレス病の発生生態.1.日植病報

41(3): 283 (講要)

2 秋田 滋・西原夏樹(1978)アカクローパうどんこ病の本邦における発生状況と，

ガラλ室内実験による病菌の寄主範囲.日植病報44(3):351 (講要)

3. 葵 一八・内村忠道(1962)九州の中部平坦地および高冷地人工草地における飼料

作物の病害発生状況.九州農業研究 24 154ー155

4. 荒木隆男・佐藤倫造・島貫忠幸(1970)マメ科牧草の永続性に関与する土壊病原菌

について.日植病報 36(5): 362 (講要)

5. 荒木隆男・佐藤倫造(1973)マメ科牧草根ぐされ症に起因する病原菌の接種条件に

ついて，日植病報 39(2) : 154 (講要)

6. 荒木隆男・松本直宰・島貫忠幸(1977)アノレフ 7ノレファのフィトフトラ根腐病. 日

槌病報 43(3) : 338 (講要)

7. 荒木隆男(1979)飼料作物病害の現状と問題点ー特に寒冷地を中心にして.植物防

疫 33(3) : 121ー 125

8 麻生武夫・今井三子(1963)レンゲの種子に混在するレンケ。菌核病菌の菌核の殺滅

を目的とした種子の硫酸処理.日植病報 28(5) : 243 -249 (英文)

9. 明日山秀文・小室康雄・正田宏二(1955)Alfalfaモザイク・パイラスに関する研

究，栃内・福土教授還暦記念論文集 101-107 

10. 明日山秀夫・飯田俊武編(1967)日本作物ウイノレス病総覧.371 p.農業技術協会.

東京.

11 ト蔵梅之盃(1915)紫雲英萎縮病の被害.病虫雑2(6) : 555 (雑報)

12 卜蔵梅之盛(1921)紫雲英の種子中に混ぜる菌核の除去に関する試験成績 病虫雑

8 (8) : 405 -407 

13 卜蔵梅之盃(1931)紫雲英増収策と菌核病の防除 病虫雑 18(2):116-119 

14 ト蔵梅之亙(1935)紫雲英の菌核病と其の防除.病虫雑 22(9) : 690ー700

15. 千葉一美(1972)ダイズ媛化病と対策.牧草と園芸20(7) : 1 -3 

16. 土居養二・寺中理明・与良 清・明日山秀夫(1967)クワ萎縮病.ジャカイモてんぐ

巣病.As ter ye llows感染ベチュニアならびにキリてんぐ巣病の権病茎葉飾部

に見出されたMycoplasma様(あるいは PTL様)微生物について.日植病報

33 (4): 259 -266 
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17 土居養二・新海 昭・与良 清・明日山秀文(1967)サツマイモてんぐ巣病および

マメ類てんぐ巣病の権病茎葉に見出される Mycoplasma様微生物について.日

植病報33(5) : 344 (講要)

18 江原 薫(1960)飼料作物学〔上巻).訂正 5版. 552p.養賢堂.東京

19 遠藤 茂(1927)シロツメクサの誘病について.病虫雑 14(7): 408 -411 

20. 遠藤 茂(1928)しろつめくさより分離せる白絹病菌に関する研究.特に稲其の他

の作物に対する病原性と生活力に就ての考察.日本微生物病理学雑誌22 1851 

-1866 

21 遠藤 茂(1938)日本ニ於ケノレ白絹病菌ノ寄主目録補遺.宮崎高農学術報告 10: 

65 -82 (英文)

22. 遠藤 茂(1968)クリムソンクローハ株枯病(仮称)について.日植病報34(3) : 

182 (講要)

23 遠藤茂・高畑益久・兼平 勉(1973)クリムソンクローパ一葉ぐされ病菌，イネ

紋枯病菌ならびに Rhizoctonia solaniのイネ葉鞘接種による病原性と病斑型

の比較.日植病報39(2):175 (講要)

24 遠藤 茂・兼平 勉(1974)イ不紋枯病菌ならびにジャガイモ黒あざ病菌のジャガ

イモおよびイネに対する病原性と病斑型について.日植病報40(2) : 151 (講要)

25. 遠藤 茂・篠原正行・山根一晃(1974)クリムソンクローパ葉腐病菌に関する研究

-1 クリムソンクローパ葉腐病菌とイネ紋枯病菌 (Corticiumsasaki i 

(Shiraj) Ma t sumo to)の土壌接種によるマメ科牧草，イネ科牧草ならびにイ

ネに対する病原性の比較.日大農獣医学術報告 31 124 -133 

26 遠藤茂・篠原正行・模政男・鈴木啓子・小林 豊(1974)クリムソングローパ

葉腐病菌に関する研究-II. クリムソンクローパ葉腐病菌，イネ紋枯病菌

(Corticium sasakii (Shirai) Matsumoto)ならびにRhizoct onia solani 

Kllhnの培養的性質と菌核の形態比較.日大農獣医学術報告31: 134 -149 

27. 遠藤 茂・篠原正行・高畑益久・兼平 勉(1974)クリムソンクローパ葉腐病菌に

関する研究 皿.クリムソンタローパ葉腐病菌.イネ紋枯病菌(Corticium

sasakii (Shirai)乱伝tsumoto)ならびにRhizoctonia so lani Kuhnのイ

ネ葉鞠およびグリムソンクローパに対する病原性と病斑型の比較.日大震獣医学

術報告 31 150 -165 

28 藤井 簿・長江春季・木原清光(1964)Sclerotinia sclerotiorum (Lib.) 

de Baryにおける菌核の大きさについて.九州病虫研会報 10・86-88

29 藤井 樽・長江春季・木原清光(1964)Sclerotinia sclerotiorumにおける菌
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系について.日植病報29(2): 70 (講要)

30. 藤井 湾・長江春季・木原清光(1966)Sclerotinia sclerotiorum におけ

る菌系について但ト目植病報32(2) : 68 -69 (講要)

31. 藤黒輿三郎(1919)台湾産栽培植物の誘病菌に就て(2).病虫雑6(6) : 444 -448 

32. Fujioka. Y. (藤岡保夫)(1952) List of crop diseases in ]apan. 

Economic and Scientific Section. Natural Resources Division 

Preliminary Study JfG. 73 Vol. 1 GHQ 212p. Tokyo ]apan. 

33 藤岡保夫(1961)飼料作物病害に関する研究m.アカロメクサ輪紋病菌の殺菌剤及び
紫外光線に対する反応.広島農短大研報1(4)・1-3 

34. 藤岡保夫(1962)広島県下の有用植物の病原菌目録.日菌報3( 1 -6 ) : 61-66 

(英文)

35. 深野 弘・横山佐太正(1952)蚕豆・碗豆・カラスノエンドウの壊痘性パイラス病

(予報).九州農業研究 10 133 -134 

36. 福土貞吉(1930)蚕豆モザイク病に就て.病虫雑17(11) : 707ー712

37. 福士貞吉(1930)蚕豆モザイグ病に就て(2). 病虫雑17(12) : 779ー784

38. 福士貞吉(1937)萱科植物のモザイク病の伝染と跨虫との関係(1).札幌農林会報

29 (139) : 189 -216 

39. 福土貞吉(1947)萱科植物のモザイク病の伝染と妨虫との関係(2) 札幌農林会報

30 (147) 399 -418 

40. 福士貞吉・四方英四郎(1955)ネナシカズラ及びマメダオシによる馬鈴薯天狗巣病

の伝染.北大農邦文紀 2(3):47-51 

41 福土貞吉・四方英四郎・塩田弘行・関山英吉・田中一郎・大島信行・西尾美明

(1955)馬鈴薯天狗巣病の虫媒伝染に関する研究.北大農邦文紀 2(3) : 52 -60 

42. 福士貞吉・菅野知也(1956)馬鈴薯天狗巣病の接種試験について.日植病報21(1) 

: 33 (講要)

43. 福土貞吉(1962)植物ウイノレスに関する諸問題(22).農及圏37(1) : 79 -82 

44. 福代和子(1974)アルフアノレファ茎枯病の発生生態 日草誌20(別号2): 54-55 

45. 福代和子(1978)アノレフアルファ茎枯病の発生生態(第 I報)・茎枯病菌の生育と温

度との関係.近畿中国農研55: 33 -35 

46目 舟山広治(1971)日本植物病原細菌目録. 64p.著者出版，旭川市.

47. 後藤和夫(1960)白絹病.土壌病害鑑別指針(農林省振興局研究部 17ー18

48. 後藤正夫(1956)Pseudomonas c i chor i iによるクローパの業枯細菌病(新

称).農及園31(10) 1415ー 1416
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49. 後藤正夫・阿部徳夫(1963)Pseudomonas andropogonis の一系統による P

ローパの細菌病について.日植病報 28(5): 286 

50 後藤正夫・岡部徳夫(1965)Bacterial plant diseases in Japan. X. 

Bacterial black spot disease of clover caused by a strain 

of Pseudomonas andropogonis.静岡大農研報 15: 45-47 

51 原 摂祐(1919)大正 7年に於ける静岡県の病虫学界.病虫雑 6(4): 292 -294 

52 原 撰祐(1920)紫雲英の結綾病.病虫雑 7(4): 198ー199

53 原摂祐(1928)東亜菌類誌.静岡県農会報361 : 22 

54. 原撰祐(1929)紫雲英の新病害斑点病.農及園4(7) : 814 

55 原 摂祐(1932)実験作物病理学. 975 p.養賢堂.東京

56. 原 摂祐(1936)日本書菌学， 358p.養賢堂.東京

57. 原 摂祐(1954)日本菌類目録 447p.日本菌類学会.岐阜川上村

58. 橋本 保・関沢 博(1962)牧草の病害に関する研究.その 1.宮城県における種

類とその発生消長.北日本病虫研会報 13: 73ー74

59 橋岡良夫(1952)レンゲ作の安定と病害.農業技術7(11) : 24ー26

60. 橋岡良夫(1954)紫雲英病害の生態と防除(1).農及圏29(8) : 1015ー1018

61 橋岡良夫(1954)紫雲英病害の生態と防除(2).農及園29(9) : 1150 -1154 

62. 橋岡良夫・鈴木幸雄(1954)紫雲英菌核病菌の系統と菌核J育の被害度に関係する栽

培条件.岐阜大農研報3 1 -12 (英文)

63. 橋岡良夫・池上八郎(1955)紫雲英菌核病菌菌核に対する種子塗抹消毒.日植病報

20(1): 43-44 (講要)

64. 橋岡良夫・池上八郎・白木節夫(1955)紫雲英菌核病の薬剤防除，特に種子粉衣消

毒ι就いて.岐阜大農研報5: 21 -30 (英文)

65. 橋岡良夫・池上八郎(1955)紫雲英菌核病に対する塗抹消毒.農及園30(8) : 1101 

1102 

66. 橋岡良夫(1955)種子混入菌核の新処理法ーレンゲ菌核病の防疫.農薬研究 2(2): 

26 -30 

67 橋岡良夫・池上八郎(1956)菌核病菌菌核に対する紫雲英種子塗扶消毒に関する追

加実験.岐阜大農研報 6: 50-57 (英文)

68 橋岡良夫・池上八郎(1957)紫雲英菌核病菌の菌核に対する有機水銀剤とサ ラム

剤の殺菌作用.岐阜大農研報8: 1ー7(英文)

69. 橋岡良夫・池上八郎(1957)紫雲英菌核病に対する種子塗抹消毒剤としての有機水

銀とサーラムー農及園 32(8): 1211ー1212
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70. 橋岡良夫(1958)萱科牧草の菌核病の対策.畜産の研究12(11) : 1376 -1377 

71 逸見武雄(1919)ピレノベヂザ菌の寄生に基因するアルフアノレファの黄斑病.病虫

雑6(幼 784ー785 (文献紹介)

72. 日高 醇・平井篤造・村山大記・与良 清(1960)植物ウイルス病一実験法と種類

400p.朝倉書庖.東京

73. 日野巌(1929)菌核病菌の小型分生胞子，とくにその分生胞子時代について.宮

崎高農学術報告 1: 67-90 (ローマ字文)

74 日野 巌(1930)紫雲英菌核病菌の菌核.宮崎高農学術報告 2: 93 -112 (英文)

75. 日野 巌(1933)モザイジク及びモザイジク類似病被害植物目録.宮崎高農学術報

告5: 97ー 111(英文)

76. 日野稔彦(1960)へアリーベッチのモザイク病.日植病報25(1) : 21 (講要)

77 日野稔彦(1960)コモンベッチから分離した VIrUSについて.日植病報25(1):66 

-67 (講要)

78 日野稔彦(1960)ササゲモザイク病に関する研究， 日植病報25(4): 178 -186 

(英文)

79. 日野稔彦(1961)コモンベッチ葉脈壌痘ウイノレスについて，日植病報26(5):222 

(講要)

80 日野稔彦・井上忠男・井上成信・光畑輿二(1968)レンゲ萎縮病ウイノレス.農学研

究52(1): 1 -9 

81. 平松芳市(1920)アノレブアノレファの冠綾病.病虫雑7(2) : 112 (文献紹介)

82 平根誠一(1953)積雪下に於ける紫雲英のPythium菌に因る新病害(仮称褐色雪

腐病)について.日植病報17( 3 -4 ) : 163ー164(講要)

83. 平根誠一(1953)雪下に於ける Pythium属菌の種類及分布と病原性.北陸病虫研

会報3: 14ー 15

84. 平根誠一(1953)積雪下に於ける紫雲英の一新病害(新称褐色雪腐病)について.

新潟農試乗報3: 27 -33 

85. 平根誠一(1955)麦類褐色雪腐病の防除に関する研究.農業改良技術資料 60: 1ー

86 

86. 平根誠一(1960)麦類褐色雪腐病の研究，特に病原菌の分類について.日菌報2(5)

82 -87 

87 平田幸治(1941)ツメクサ類の菌核病菌に関する研究，教育農芸 10(6): 662 -663 

(文献紹介)

88. 平塚直秀(1927)阿寒湖附近に産する銃菌類.札幌博物会報9(2) : 225 -238 
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89 平塚直秀(1930)Erster Beitrag zur Uredineen-flora von Siid 

sachal in.鳥取農専学1・68-98 

90 平塚直秀・吉田政治(1930)蚕豆鏡病菌及其の類似菌に就いて(1).病虫雑17(9) : 

571 -578 

91. 平塚直秀・吉田政治(1930)蚕豆誘病菌及其の類似菌に就て(2).病虫雑 17帥 :635

-642 

92. 平塚直秀・吉田政治(1930)蚕豆鋳病菌及其の類似菌に就て(3).病虫雑 17(11): 

716ー 721

93 平塚直秀(1931)鳥取高農構内に産する黒穂菌及び銃菌の種類.鳥取高農校友会誌

「草原J11 : 93 -98 

94 平塚直秀(1933)Studies on Uromyces fabae and its related spe-

cles.日本植物輯報6 329-380 

95 平塚直秀(1935)Uredinales collected in Korea. 1.植雑49 145ー

152 

96. 平塚直秀・飛永英次(1935)日本産ハギ及びヤハズサウ両属植物に寄生する

Uromyces属菌に就て.日植病報4(3-4) 145-171 

97 平塚直秀(1937)日本産ウロミケス属菌.植研雑13 729-747 

98. 平塚直秀(1941)鳥取高農構内に於て採集されたるま秀菌類.鳥取農学会報8: 111 

-116 

99 平塚直秀(1952)Uredinales of Kiushu.東京教育大農紀 1-95

100 平塚直秀(1952)2， 3の有用植物鋳病の新発生地について.日植病報16(3-4)

183 (講要)

101. 平塚直秀(1955)植物鋳菌学研究. 382p.笠井出版社.東京

102. 平塚直秀(1960)Aprovisional list of Uredinales of ]apan 

proper and the Ryukyu Islands.琉球大農家政工学部学術報告7: 189 

-314 

103. 平塚直秀(1973)日本列島所産 Uromyces属菌の分類学的研究.菌輩研報10: 

1-98 (英文)

104 樋浦光男・樋浦 誠(1962)飼料作物に寄生する Sclerotiumrolfsii Sacc. 

の炭水化物化学.(第 l報).トレハローズの分離と確認.酪農学園大紀 1(2) : 234 

238 

105 北海道農業試験場牧草第3研究室(1971)北海道におけるイネ科およびマメ科牧草

の病害発生調査.北農38(1)・1-23.図版
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106. 本田雄一・柚木利文(1970)クローパ菌核病に関する研究. 1.菌核の発芽に及ぼす

温度の影響.日植病報36(5) : 347 (講要)

107. 本国雄一・柚木利文(1971)クローパ菌核病の被害.日植病報37(3) : 168 (講要)

108. 本田雄一・柚木利文(1973)ラジノクローパ菌核病に関する研究.第 1報，ラジノ
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